
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント
・「話の聞き方」「ノートの
取り方」等、学習環境整備と
学習規律の徹底
・１日１回以上のペアやトリ
オ、グループによる「学び合
い」の学習活動設定
・学年での指導の共有化

・授業の内容が分かりやすい
（児童アンケート 肯定的回答
９０％）
・話し合いや学び合いの学習に
積極的に取り組む態度（児童ア
ンケート 肯定的回答８０％）

・学年での指導の共有化（職員
アンケート肯定的回答９０％）

・補習時間（朝学習・放課後）の確保、
家庭学習習慣の確立

・「毎日１回実施」「１週間６０分の実
施」を目標としたドリルパークの活用

・区の学力定着度調査結果８割
合格人数（８０％）

・目標値を超えるドリルパーク
の実施

・各学年年間指導計画に基づく探究的な
学習の設定
・タブレット端末と学校図書館のよさを
活用した調べ学習の実施
・読書率の向上

・探究的な学習の計画的な実施
（１００％）
・タブレット端末と学校図書館を活用
した調べ学習の実施（児童アンケート
肯定的回答９０％）

・前学期の読書冊数を上回る読
書量の確保

・１単位時間における「め
あて」の明確化
・鉄棒、持久走、縄跳びな
ど運動遊びの充実

・すすんで体育に取
り組む態度（児童ア
ンケート肯定的回答
８５％）

・１年間を通した「なわ跳び
カード」の使用
・学期ごとのコーディネー
ショントレーニングの実施

・技の習得率の検証

・昨年度と比較した怪
我の割合の減少

・週１回の生活指導夕会の
実施
・うきうきルームの担当

・配慮、支援を要す
る児童の把握と共通
した対応の実施（１
００％）

・月１回の校内委員会、
ケース会議、研修の実施

・配慮児童への支援
（１００％）
・各学期１回以上の保
護者との面談の実施

・外部機関等との連携 ・必要に応じた外部機
関との面談の実施（１
００％）
・外部機関一覧表の作
成と活用率の考察

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)
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学校教育目標
・学ぶ子
・やさしい子
・元気な子

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

・自ら課題を見付け学び、思考力・判断力・表現力・想像力のある児童を育成する。
・人や自然とかかわりながら、感動する心、協調と思いやりの心を育成する。
・友達と互いに励まし合いながら、しなやかでたくましい心と体を育成する。

前年度までの本校の
現状

・教科担任制の推進により、「学年での指導の共有化」に関する教職員対象の意識調査で数値目
標を達成するなど、児童理解や指導力の向上に成果を感じることができた。
・体力向上の取組の推進により、「すすんで体育に取り組む態度」に関する児童対象の意識調査
で数値目標を達成するなど、運動意欲の向上に成果を感じることができた。
・校内の情報共有や対応体制の整備や校内別室指導員の活用により、特別な配慮や支援を要する
児童への対応の充実を図ることができた。

・学習習慣の定着や、基礎・基本の定着に関する取組の数値目標の達成に至らなかった項目があるなど、学習カルテを活用
し板児童一人一人の習熟に応じた取組や指導の充実に課題がある。
・運動や運動環境に起因するけがが一定件数発生するなど、児童の実態に応じた指導の充実や運動環境の整備を推進に課題
がある。
・児童一人一人が自身や相手の特性について理解を深めるための理解教育の推進に課題がある。
・「TPOに応じた言葉遣い」の更なる定着のための指導の徹底や充実に課題がある。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

体
力
の
向
上

〇教科担任制の推進お
よび基礎・基本の確実
な習得

〇家庭学習習慣の定着

〇運動意欲の向上

〇基礎体力の向上

学
力
の
向
上

〇読書科の更なる充実

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

〇エンカレッジルーム
の活用促進

〇特別支援教育の推進

〇外部機関との連携強
化



・生活指導連絡協議会の活
用と生活指導夕会における
情報共有

・生活指導夕会の実
施（１００％）

・「TPOに応じた言葉遣
い」や「自分と他人はちが
う」という人権に配慮した
指導の実施

・計画的な指導と対
応の実施（１０
０％）

・いじめに関するアンケー
ト、授業、研修の年３回の
実施

・アンケート、授
業、研修の実施と確
実な対応（１０
０％）

・学校職員、地域への周知
・・児童、保護者、地域、教
職員へのアンケート調査の実
施

・外部評価「教育アン
ケート」の確実な実施
と肯定的回答A・B合
わせて８０％

・学校ホームページの更新
・迅速な情報発信

・各学年、週１回以
上の更新の実施
・HPやtetoruでの
適切な配信の実施

・昼休みと掃除の時間にお
ける６年生を中心とした内
容を工夫した「なかよし班
活動」の実施

・なかよし班活動に
楽しさを感じる児童
（児童アンケート９
０％）

・児童が興味・関心を高め
られる体験活動の学期1回
の実施

・計画的な地域・外
部との連携した取組
（１００％）

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

〇L-gateの活用

〇不登校対策の実施・
充実

〇人権尊重の充実

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

〇異年齢集団によるな
かよし班活動

〇地域連携教育の推進

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

〇学校関係者評価の充
実

〇学校HPの充実と情報
発信


